
は
じ
め
に

　
島
崎
藤
村
の
代
表
作
「
夜
明
け
前
」
の
冒
頭
に

「
木
曽
路
は
す
べ
て
山
の
中
で
あ
る
」と
あ
る
よ
う

に
、
木
曽
地
域
は
深
い
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
奥
地
に
は
世
界
的
に
見
て
も
貴
重
な
、

悠
久
の
時
が
育
ん
だ
天
然
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
を
は
じ

め
と
す
る
温
帯
性
針
葉
樹
林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
は
、
優
れ
た
材
質
を
有
し
て

お
り
、
か
つ
て
は
社
寺
城
郭
用
と
し
て
多
く
利
用

さ
れ
、
現
代
に
お
い
て
も
歴
史
的
・
文
化
的
建
造

物
の
維
持
や
工
芸
品
等
の
地
場
産
業
の
継
承
・
振

興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
こ
の
天
然

で
貴
重
な
木
曽
ヒ
ノ
キ
を
保
存
・
復
元
す
る
取
組

を
は
じ
め
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
利
用
に
必
要
な

木
曽
ヒ
ノ
キ
の
代
替
材
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

長
野
県
木
曽
地
域
に
お
け
る

高
齢
級
人
工
林
ヒ
ノ
キ
の
ブ
ラ
ン
ド
化

～
　
　
　
木
曽
ひ
の
き
10
周
年
を
迎
え
て
～

高
国マ

ル
コ
ク

マ
ル
コ
ウ

中
部
森
林
管
理
局
　
木
曽
森
林
管
理
署

　
そ
こ
で
、
木
曽
森
林
管
理
署
（
以
下
、
木
曽

署
、
南な

木ぎ

曽そ

支
署
を
含
む
）
で
は
、
管
内
で
生
育

し
た
80
年
生
以
上
の
良
質
な
人
工
林
ヒ
ノ
キ
を

「
高
国
木
曽
ひ
の
き
」（
注
）
と
銘
打
っ
て
ブ
ラ
ン

ド
化
す
る
と
と
も
に
生
産
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
令
和
５
年
度
に
そ
の
取
組
が
10
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

注
：
高
は
高
齢
級
、
国
は
国
有
林
の
略

こ
れ
ま
で
の
取
組

　
こ
れ
ま
で
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
記
載
、
チ
ラ

シ
の
作
成
・
配
布
、
市
場
で
の
の
ぼ
り
旗
の
設
置

（
写
真
１
）、
販
売
時
の
ブ
ラ
ン
ド
名
の
記
載
・
ラ

ベ
ル
貼
付
、
丸
太
へ
の
極こ

く
印い

ん
表
示
な
ど
認
知
度
向

上
に
向
け
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。

　木曽森林管理署が所管する国有林は、木曽川の源流域であ
る長野県南西部に位置し、御

おん
岳
たけ

山
さん

や木曽駒ヶ岳など３千ｍ級の
山々に囲まれています。
　また、日本三大美林の一つ木曽ヒノキをはじめとする天然林
や渓谷が、四季折々に優れた自然景観を創り出し、森林浴発祥
の地である赤沢自然休養林では、森林セラピーのほか自然探
勝、森林環境教育の場として多くの方々に利用されています。
　さらに、当地域の樹木から生産された木材は、歴史的建造物
の修復や伝統工芸品の資材として利用されるなど、高品質材の
産地として知られています。

管内図

国有林野
事業の
取組

管内概要

ブランド材の供給と需要拡大（中部局）

長野県木曽郡上松町正島町1-4-1所在地

約155千ha
うち森林面積 144千ha
うち国有林面積 89千ha （※南木曽支署管内含む）

区域面積

木曽町 上松町 王滝村 木祖村（※南木曽町、大桑村）関係自治体
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一
方
、
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
2
0
1
9

年
か
ら
東
濃
森
林
管
理
署
管
内
（
い
わ
ゆ
る
裏
木

曽
地
域
）
で
生
産
す
る
人
工
林
ヒ
ノ
キ
を
ブ
ラ
ン

ド
材
の
対
象
に
加
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
木
曽
署
に
お
け
る
高

国
木
曽
ひ
の
き
販
売
量
は
10
年
間
で
約
20
万
㎥
と

な
り
、
人
工
林
ヒ
ノ
キ
材
販
売
量
の
約
88
％
を
占

め
て
い
ま
す
（
図
１
）。
ま
た
、
平
均
販
売
単
価

は
、
通
常
の
人
工
林
ヒ
ノ
キ
よ
り
約
25
％
高
値
と

な
っ
て
お
り
、
緻
密
な
年
輪
と
豊
か
な
光
沢
を
も

つ
高
品
質
材
と
し
て
市
場
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　
令
和
５
年
10
月
、
ブ
ラ
ン
ド
化
10
周
年
を
記
念

し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
業
界

関
係
者
や
地
元
住
民
な
ど
約
2
0
0
名
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
提
唱
し

た
鈴
木
信
哉
氏
（
ノ
ー
ス
ジ
ャ
パ
ン
素
材
流
通
協

同
組
合
理
事
長
、
元
中
部
森
林
管
理
局
長
）
か
ら

ブ
ラ
ン
ド
化
に
至
る
経
緯
や
今
後
の
課
題
・
展
望

に
つ
い
て（
写
真
２
）、
高
国
木
曽
ひ
の
き
を
活
用

し
て
木
曽
町
役
場
庁
舎
の
設
計
・
施
工
を
行
っ
た

千
田
友
己
氏（
㈱
千
田
建
設
設
計
）か
ら
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
木
曽
署
の
若
手
職
員
が
取
材
し
た
ブ
ラ

ン
ド
材
の
利
用
実
態
の
報
告
動
画
も
紹
介
し
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、「
木
曽
ひ
の
き
ブ
ラ
ン
ド
材
の
今
後

を
見
据
え
て
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
学
識
経
験
者
、
木
材

加
工
・
流
通
業
者
、
行
政
よ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を

通
じ
た
地
域
経
済
の
発
展
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い

て
様
々
な
発
言
が
な
さ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
来
場
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

ブ
ラ
ン
ド
発
足
当
時
と
比
較
す
る
と
、
認
知
度
、

評
価
と
も
に
向
上
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
造ぞ

う
作さ

く
材

や
木
工
芸
品
と
い
っ
た
見
た
目
の
美
し
さ
が
求
め

ら
れ
る
資
材
と
し
て
購
入
す
る
業
者
が
増
え
、
品

質
の
良
さ
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。今

後
の
展
望

　
木
曽
署
に
お
け
る
本
取
組
が
契
機
と
な
り
、
中

部
局
管
内
で
は
、「
信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
」

や「
段だ

ん
戸ど

Ｓ
Ａ
Ｎ
」な
ど
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
材
を
創

出
し
、
普
及
の
動
き
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
更
に
多
く
の
方
々
に
高
国
木
曽
ひ
の

き
を
使
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
国
有
林
だ
け

で
な
く
民
有
林
で
生
産
さ
れ
る
人
工
林
ヒ
ノ
キ
も

ブ
ラ
ン
ド
の
対
象
に
追
加
し
た
り
、
住
宅
業
界
や

施
主
な
ど
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
訴
求
に
も
取
り

組
む
な
ど
民
有
林
部
門
や
川
下
業
界
に
対
す
る
情

報
発
信
力
を
高
め
、
木
曽
地
域
全
体
の
振
興
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

写真１：市場に設置したブランドのぼり

図１　10年間の木曽署人工林ヒノキ販売数量

写真２：講演する鈴木信哉氏の様子
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木曽署人工林ヒノキ販売数量（国有林）
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